
Adobe Campaign v8
Manage Data and Workflows in Adobe Campaign v8
（Campaign v8 データとワークフロー管理コース）

 コース目的：配信データを準備するためのワークフローの効果的なクエリ方法を習得します。
 受講対象者：データを準備するアナリストの方、マケーターの方
 実施日数/時間：1日間 / 10:00～17:30
 前提条件： 「Adobe Campaign v8 ベーシックコース」を受講済みの方か、同等の知識のある方
 注意事項：演習操作をするマシンの制限事項がありますので、2ページ目の注意事項をご確認ください
 コース内容

章 内容 実習
1章 データとワークフローの管理

ワークフローの種類
データ管理 あり
ターゲティングワークフローの管理 あり
Adobe Campaign v8での効率的なクエリーの記述について あり
汎用クエリーエディターを使用したクエリーの作成 あり
ワークフロー結果の検証 あり

2章 外部データの管理とデータベースの更新
エンリッチメント、紐付け、重複排除 あり
集計の実施、レコードの並べ替え あり
外部データを管理し、データベースを更新 あり

3章 データの管理とスクリプト電子メールの配信の送信
配信結果に役立つスクリプト記述について あり
データの管理とスクリプト電子メール配信の送信 あり

4章 イベントパレットアクティビティの使用
イベントパレットアクティビティを使ったCampaignサーバー
上のファイルの読み込み、識別 あり

5章 データベースクリーンアップ、ワークフローヒートマップ、監
査証跡
データベースクリーンアップワークフローについて
ワークフローヒートマップについて あり
監査証跡について あり
受信者ステータスの更新 あり

付録Ⅰ Adobe Campaignクライアントコンソールにアクセスする
付録Ⅱ ワークフローのトラブルシューティング

エラーのトラブルシューティングのベストプラクティス
強固なワークフローの構築のベストプラクティス
一般的なワークフローエラーについて
データベースクリーンアップワークフローの問題について
エラーメッセージの一覧について



Adobe Campaign v8コースで利用するマシンについて

1

Adobe Campaign v8 を操作する場合、Adobe Campaign v8 Client Consoleというソフトウェアの
インストールが必要となります。よってご利用いただくマシンには以下の制限がございます。

・ Adobe Campaign v8 Client ConsoleはWindows環境にのみインストールが可能です。
演習の操作をされるマシンはWindowsマシンもし、Macをご利用の場合には、Mac上で
Windowsが起動できる状態にしておいてください。

・操作するマシンでの、ソフトウェアのインストール権限がある状態でご参加ください。

上記条件を満たすマシンのご準備が難しい場合には

アドビデジタルラーニングサービス（adlsjapa@adobe.com）宛てに、事前にご相談ください。
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